
序

稲
賀

繁
美

『日
本
研
究
』
本
号
は
、
特
集
号
と
し
て
、

所
内

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「近
代
東
ア
ジ
ア
の
美
術
史
学
、
建
築
史
学
、
考
古
学

の
成
立

文
化
財
行
政
と
そ
の
周
辺
1

」

(平
成
十
三
年
六
月
十
五

・
十
六
日
)

で
発
表
さ
れ
た
報
告
論
文
を
中
心
に
編
む
。
以
下
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
意
義
、
目
的
、
成
果
を
手
短
に
報
告
し
、
本
号

の
序
お
よ

び
導
入
に
代
え
る
。

序

平
成
十
三
年

(二
〇
〇

一
)
六
月
十
五

・
十
六
の
両
日
に
わ
た
っ
て
、
標
記

の
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
催
し
た
。
近
代
東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
美
術
史
学
、
建
築
史
学

お
よ
び
、
考
古
学

の
成
立
を
問
う
と
き
、

そ
れ
が
欧
米

の
学
術

の
移
入

の

一
環
を
な
す
ば

か
り
で
な
く
、
東

ア
ジ
ア
側
の
民
族
意
識
、
国
民
国
家
と
し
て
の
ア
イ
デ

ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
政
治
と
も
密
接

に
結
び
付

い
て
い
る
こ
と
は
、
近
年

の
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
ま
で
そ
う
し
た
学
問

的
営
み
の
自
己
反
省
は
、
と
も
す
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
の
な
か
に
限
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
の
専
門
家
が
ば
ら
ば
ら
に
検
討
し
て
い
る
嫌
い
が
な
く
も
な
か

っ

た
。
た
ま
た
ま
国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
で
は
、
美
術
史
学
、
建
築
史
学
、
考
古
学

の
領
域
に
わ
た

っ
て
、
共
通
の
問
題
意
識
を
も

つ
研
究
者
が
客
員
を
含
め
て
滞

在
し
て
い
た
。
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
専
門
部
門
間

の
情
報
交
換
と
、
中
国
、
韓
国
、
日
本
さ
ら
に
は
東
南

ア
ジ
ア
に
お
よ
ぶ
事
例
を
比
較
す
る
試
み
が
、
今
回

の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
眼
目
と
な

っ
た
。

副
題
と
し
て
は

「文
化
財
行
政
と
そ
の
周
辺
」
を
掲
げ
た
。
そ
れ
は
主
題

に
あ
げ
た
研
究
分
野
が
、
そ
の
出
発
点

に
あ

っ
て
、

い
ず
れ
も
文
化
財
概
念

の
確
立
や
そ
の
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政
策
的
な
施
行
と
の
関
連
の
な
か
で
立
ち
あ
げ
ら
れ
た
学
問
分
野
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
明
治
後
半

の
日
本

で
行
政
的
に
確
立
さ
れ
た
文
化
財
政
策
は
、
た
ん
に
そ

れ
が
韓
半
島
や
中
国

で
実
地
検
証
さ
れ
た
と

い
う
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
「日
韓
併
合
」
の
の
ち
の
韓
半
島
で
の
発
掘
作
業
や
文
化
財
行
政

は
、
日
本
本
土

で
は
不
可
能
な

発
掘
調
査
を
も
可
能
と
し
、
黒
板
勝
美
ら
に
よ

っ
て
主
導
さ
れ
た
政
策
は
、
む
し
ろ
内
地

で
の
施
政

の
モ
デ

ル
・
ケ
イ

ス
を
提
供
す
る
よ
う
な
革
新
的
な
試
み
を
も
含
ん

で
い
た
。
ま
た
関
野
貞
に
代
表
さ
れ
る
中
国
歴
史
建
築

の
実
地
調
査
は
、
中
国
本
土

に
お
い
て
も
未
曾
有

の
探
査

で
あ
り
、
そ
の
後

の
研
究

の
礎
石
を
据
、兄
た
部
分
も
認

め
ら
れ
る
。

と
は
い
え
、
こ
う
し
た
先
駆
的
な
学
術
研
究
が
、
大
日
本
帝
国
の
拡
大
と
無
縁
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ

の
大
陸
進
出
と
手

に
手
を
取

っ
て
進
展
し
た
こ
と
も
ま
た
、
疑

い
な
い
事
実
で
あ
る
。
学
術
研
究
が
帝
国
主
義
的
な
植
民
地
政
策
と
結
託
し
て
い
た
と
断
罪
す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
容
易
だ
ろ
う
。
だ
が
今
回

の
会
議

は
、
学
術

の
政

お
わ

治
と
の
結
託
を
理
由

に
、
学
術
を
糾
弾
し
て
畢
れ
り
、
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て
い
な
い
。
ま
た
そ

の
反
対

に
、
学
術
的
な
意
義
ゆ
え
に
、
こ
れ
ら
の
先
駆
的
業
績

を
政
治
か
ら
救
出
し
よ
う
と
す
る
こ
と
も
ま
た
、
企
画
者

の
意
図
で
は
な
か
っ
た
。
も
と
よ
り
美
術
史
学
、
建
築
史
学
お
よ
び
、
考
古
学
と
い
っ
た
学
問
分
野

の
成
立
と

発
展
は
、
世
界
的
な
植
民
地
状
況
な
く
し
て
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
そ
れ
が
そ
の
後
、
韓
半
島
、
中
国
大
陸
を
含
め
て
、
国
民
国
家
意

ち
ゆ
う
た
い

識
確
立
の
紐
帯
と
し
て
機
能
し
、
日
本
支
配

、
日
本
侵
略

の
文
化
的
遺
産
と
し
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
各
国
の
学
問

の
あ
り
か
た
の
み
な
ら
ず
、
文
化
意
識
、
民
族
意

識

の
あ
り
か
た
そ
の
も

の
ま
で
も
規
定
し
つ

つ
、
方
向
づ
け
る
役
割
を
担

っ
て
き
た
こ
と
。
そ
の
旦
ハ体
相
を
、
歴
史
的
な
視
野
か
ら
回
顧
し
分
析
す
る
こ
と
が
大
切
だ
ろ

う
。
さ
ら
に
戦
後

の
日
本

に
あ

っ
て
は
、
戦

中
の
学
問
姿
勢

へ
の
反
省
も
あ

っ
て
、
戦
前
の
文
化
財
行
政
が
韓
半
島
や
中
国
大
陸
に
お
よ
ぼ

し
た
影
響
そ
の
も

の
に
目
を

つ
ぶ瞑
る
傾
向
が
な
く
は
な
か

っ
た
。
ま
た
朝
鮮

や
中
国
側

で
も
、
日
帝
時
代
の
す
べ
て
を
恥
部
と
し
て
暗
黒

に
塗
り
込
め
、
か
え

っ
て
歴
史

の
実
態

に
肉
薄
す
る
責
務
を
疎

か
に
す
る
傾
向
も
あ

っ
た
。
そ
う
し
た
時
代
的
制
約
は
、
そ
れ
は
そ
れ
で
そ
の
時
代

の
世
相
や
社
会
的
状
況

の
理
解
に
役
立

つ
も

の
と
し
て
尊
重
す
べ
き
だ
が
、
そ
れ
が

学
問
史

の
過
去
を
隠
蔽
し
、
安
易
な
自
己
肯

定

へ
と
結
び
付
く
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
お
お
き
な
危
険
が
待
ち
受
け
て
い
る
、
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
い
。
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今
回

の
二
日
間
の
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
そ
う
し
た
広
大
に
し
て
多
く

の
問
題
を
含
む
領
域
全
体
を
踏
査

で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
各
専
門
分
野
で
は
自
明
と

も
見
え
る
具
体
例
を
、
そ
れ
以
外

の
領
域
の
事
例
と
結
び
付
け
て
比
較
検
討
し
、
二
十
世
紀
前
半

の
学
問
史
を
問

い
直
す
こ
と
に
眼
目
が
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
、
狭
義

の

東
ア
ジ
ア
か
ら
は
外
れ
る
が
、
看
過
し
え
な

い
比
較
例
と
し
て
、

フ
ラ
ソ
ス
の
イ
ソ
ド

シ
ナ
に
お
け
る
文
化
財
行
政

の
事
例

の
報
告
も
得
、
ま
た
比
較
文
学

の
視
点
か
ら
、

近
代
東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
東
洋
回
帰
と
で
も
称
す
べ
き
現
象
を
、

一
国

の
視
野
に
は
限
定
さ
れ
な

い
刺
激
伝
播
と
時
代
的
潮
流

の
な
か
に
位
置
付
け
る
工
夫
も
し
た
。
さ



序

ら
に
、
今
回

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
発
表

の
機
会
を
得
な
か
っ
た
も
の
の
、
西
原
大
輔
氏
に
よ
る

「近
代
日
本
絵
画

の
ア
ジ
ア
表
象
」

の
ご
寄
稿
を
戴
き
、
著
者
ご
本
人

か
ら
こ
の
論
文
を
今
回

の
小
特
集
の
な
か
で
刊
行
す
る
こ
と
に
ご
快
諾
を
得
た
。
こ
れ
ら

の
論
文
が
お
互

い
に
歴
史

の
様
相
を
照
ら
し
合

っ
て
、
今
後

の
さ
ら
な
る
探
求

へ
の
指
針
を
示
す
よ
す
が
と
な
れ
ば
幸
で
あ

る
。

な
お
当
日

の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
以
下

に
採
録

し

(表
1
)、
読
者

の
参
考

に
供
す
る
。
本
特
集
は
、
こ
こ
で
の
発
表

の
う
ち
、
ご
寄
稿
戴

い
た
論
文
に
限
定
し
て
編
ま
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
す
る
。
こ
こ

に
は
収
録

で
き
な
か

っ
た
論
文
も
、
こ
の
間
別
途
公
表
さ
れ
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
企
画
者
と
し
て
、
ご
参
加

い
た
だ
い

た
お
お
く
の
研
究
者
、
貴
重
な
発
表
を
戴

い
た
発
言
者

に
、

一
言
御
礼
申

し
上
げ
る
。

ま
た
、
最
後

に
な
る
が
、
韓
国
語

の
表
記
や

ハ
ソ
グ
ル
お
よ
び
漢
字

の
復
元

・
併
記
に
は
、
大
阪
大
学
大
学
院
博
士
課
程
研
究
生

(当
時
)
の
李
美
林
氏

に
、
格
別
の

ご
協
力
を
賜

っ
た
。

表
ー

シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム

「近
代
東
ア
ジ
ア
の
美
術
史
学
、
建
築
史
学
、
考
古
学

の
成
立

文
化
財
行
政
と
そ
の
周
辺

」
プ

ロ
グ
ラ
ム

(企
画
責
任
者
)

平
成
十
三
年
六
月
十
五
日

三

"
三
〇

開

会

西

"
0
0
⊥

五
"
0
0

三

"
0
0
⊥

六
"
0
0

一六

"
三
〇
⊥

七

"
三
〇

(金
)

主
旨
説
明

稲

賀
繁
美

ぎ
①
σQ
①
ω
匡
σq
Φ巨

(日
文
研
助
教
授
)

裴
炯
逸

勺
巴

出
く
⊆
昌
ひq
-
ロ

(日
文
研
客
員
教
官
)

国
家
遺
跡
と
祖
地
を
め
ぐ
る
係
争

"
大
韓
民
国
の
文
化
財
行
政
施
策
と
日
本
植
民
地
時
代
の
遺
産

徐
蘇
斌

区
⊆
ω
二
げ
言

(日
文
研
客
員
教
官
)

関
野

貞
と
中

国
建
築
史
研
究

李
成
市

い
①
Φ
Qっ
巨

αq
-筥

(早
稻
田
大
學
教
授
)

黒
板
勝
美
に
み
る
植
民
地
と
歴
史
学

13



平
成
十
三
年
六
月
十
六
日

(土
)

δ

"
00
⊥
一=

00

佐
藤
道
信

ω
鉾
α
U
α
ω匡
昌

(東
京
芸
術
大
学
助
教
授
)

近
現
代
日
本

の
美
術
政
策
と
東

ア
ジ
ア
美
術
研
究

三

"
三
早
西

"
三〇

西
槇

偉

Z
δ
臣
目
p
匹

冨
①
目
=

(愛
知
県
立
大
学
助
教
授
)

東
洋
回
帰
の
動

き
と
民
国
期

の
中
国
美
術
界

"
李
叔
同

・
豊
子
榿
を
中
心
に

=
ハ
"
00
⊥
七
"
00

藤
原
貞
朗

司
ε
ぎ
霞
9
ω
巴
①
O

(茨
城
大
学
助
教
授
)

フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
に
よ
る
ア
ン
コ
ー
ル
美
術
史
編
纂
過
程
と
そ
の
問
題

一七
一
三
〇
⊥
九
"
三〇

総
括
討
論

14

*
な
お
、
本
号

に
は
収
録

で
き
な

か

っ
た
発
表

の
う
ち
、
李
成
市

氏

の
論

文

は
、

「
コ
ロ

ニ
ア
リ
ズ
ム
と
近
代
歴
史
学
-

植
民
地
統
治
下
の
朝
鮮
史
編
修
と
古
跡
調
査
を
中
心

 に
」

と

し
て
、
泉

谷
周
三
郎

・
根
本
萠

騰
子

・
木
下
英
夫
編

『
崩
壊

の
時
代

に
』
同
時

代

社

二
〇
〇

二
年

一
六

一
-

一
八
四
頁

に
、

ま

た
、
佐

藤
道

信
氏

の
発
表

は

「
日
本
美
術
と

い
う
制

度
」
と

し
て
、

『近

代
知

の
成
立

一
八
七
〇
～

一
九

一
〇
年
代

1
』

(岩
波
講

座

近
代

日
本

の
文
化
史

3
)
岩
波
書

店

二
〇

〇

二
年

五

三
-

八
二
頁

に
収
録

さ
れ
た
。
さ
ら

に
こ

の
間
、
東
京
文
化
財

研
究
所

で

の
科

学
研
究
費

補

助
金

に
よ

る
研

究

(研
究
代

表
者

米

倉
迪
夫

)

の
報
告
書

と

し

て
、

『日
本

に
お

け
る
美
術
史
学

の
成

立
と
展
開
』
東
京

文
化
財
研
究
所

二
〇
〇

二
年

が
出

版
さ
れ

て

い
る
。

そ

の
ほ
か
、
本
論
文
集
編
集

に
前
後

し
て
発
表

さ
れ

た
、
関
連

す
る
論

文
と

し

て
、

・

金
恵
信

「韓
国
近

代
美
術

に
お
け

る
ジ

ェ
ン
ダ

ー
"植

民
地
期

官
展

の
女
性

イ

メ
ー

ジ
を

め
ぐ

っ
て
」
、
熊
倉
敬
聡

・
千

野
香
織

(編
)
『女

P
日
本
2
美

P
』
慶
應
義

塾
大

学
出
版
会

一
九
九
九
年

六

三
-
八
○
頁

・

池

田
忍

・
金

恵
信

「植

民
地

「
朝
鮮

」
と
帝

国
「
日

本
」
の
女
性

表

象
」

(岩

波

講
座

近
代
日
本

の
文

化
史

6
)
『拡
大

す
る

モ
ダ

ニ
テ

ィ

一
九

二
〇
～

一
九
三
〇
年
代

2
』
岩
波
書

店

二
〇
〇

二
年

二
五
五
-

三
〇

七
頁

・
木
下
長
宏

「美
術
史
は
い
か
に
書
か
れ
て
き
た
か
ー

明
治
二
〇
1
三
〇
年
代
に

お
け
る
美
術
史
記
述
1

」、
洪
善
杓

「
東
洋
画
」
誕
生
の
光
と
影
」、
廖
瑾
煖

「
台
湾

近
代

画
壇

の
「
ロ
ー

カ

ル
カ
ラ

ー
」
そ

の
ほ
か
を

含

む
、
岩
城

見

一
(編
)
『芸

術
/
葛
藤

の
現
場

H
近
代

日
本
芸
術

思
想

コ
ン
テ
ク

ス
ト
』
晃
洋
童
旦
房

二
〇
〇

二

年

各

三
二
ー

四
八
頁
、

一
七

五
-

一
八
九
頁
、

一
九
〇
1

二
二
二
頁

な
ど
が
公
刊

さ
れ

て
い
る
。

ま
た

『
美
術

フ
ォ
ー
ラ

ム
ニ

一
』
第
六
巻

に
は

「
越
境
す

る
学
術

"
二
〇
世
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